

















































































































































































大 場 六 夫118
（３）岡田 清「幼児の絵」 1955年 創元社 pp45
落書きによる表現教育への一考察
もいるだろう。大人を喜ばせるため、指導を煽りながら母の似顔絵を描いた子どももいるだろう。筆者は子どもの
絵を評価することを、全く否定するわけではないが、何のために誰がどのような方法で、どのような基準で評価を
行うかが問われるべきだと考える。今日、社会全体が物的に豊かになり、子どもにとって恵まれた描画環境が整っ
てきている。それにともない、子どもの絵画教室も増加し、教え込む教育が保護者に歓迎され盛んになることを懸
念するものである。
【参考文献】
・内閣府 「小学生・中学生の意識に関する調査」平成25年
・鬼丸吉弘 「児童画のロゴス」1981年 勁草社
・Kelogg.R.:AnalyzingChildren’sArt.PaloAlto1969
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